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第１章　河 川 海 岸
①　消波根固めブロック工･････････ Ⅲ-１- ① -  1

① -１  消波根固めブロック工 ････ Ⅲ-１- ① -  1
① -２  消波根固めブロック工（ブロック撤去工）
（0.25ｔ以上35.5ｔ以下） ････････ Ⅲ-１- ① -14

②　捨　石　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ② -  1
③　消　波　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ③ -  1
④　浚　渫　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ④ -  1

④ -１  ポンプ式浚渫船 ･･････････ Ⅲ-１- ④ -  1
④ -２  バックホウ浚渫船 ････････ Ⅲ-１- ④ -18

⑤　軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工
　　･････････････････････････････ Ⅲ-１- ⑤ -  1

第２章　河川維持工
①　堤防除草工･･･････････････････ Ⅲ-２- ① -  1
②　堤防天端補修工･･･････････････ Ⅲ-２- ② -  1
③　堤防芝養生工･････････････････ Ⅲ-２- ③ -  1
④　伐木除根工･･･････････････････ Ⅲ-２- ④ -  1
⑤　塵芥処理工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑤ -  1
⑥　ボーリンググラウト工･････････ Ⅲ-２- ⑥ -  1
⑦　粗朶沈床工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑦ -  1
⑧　機械土工（河床等掘削）･････････ Ⅲ-２- ⑧ -  1
⑨　多自然護岸工･････････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1

⑨ -１  巨石積（張）工 ････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1
⑨ -２  木 杭 打 工 ･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  9
⑨ -３  巨石据付工 ･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -10

⑩　護岸基礎ブロック工･･･････････ Ⅲ-２- ⑩ -  1
⑪　かごマット工･････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1

⑪ -１  かごマット工（スロープ型）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1
⑪ -２  かごマット工（多段積型）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  3

⑫　ブロックマット工･････････････ Ⅲ-２- ⑫ -  1
⑬　野芝種子吹付工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑬ -  1
⑭　袋詰玉石工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑭ -  1
⑮　笠コンクリートブロック据付工 ･･･ Ⅲ-２- ⑮ -  1
⑯　グラウトホール工･････････････ Ⅲ-２- ⑯ -  1
⑰　連節ブロックの水中吊落し工･･･ Ⅲ-２- ⑰ -  1
⑱　光ケーブル配管工･････････････ Ⅲ-２- ⑱ -  1

第３章　砂　防　工
①　土　　　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ① -  1

②　コンクリート工･･･････････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -１  コンクリート工 ･･････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -２  コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ② -  7
② -３  残存型枠工 ･･････････････ Ⅲ-３- ② -13

③　砂防（仮設備工）･････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
③ -１  仮 設 備 工 ･･････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
③ -２  仮設備工（ケーブルクレーン付属設備）

　　　 　 ････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  7
④　養生工（練炭）･････････････････ Ⅲ-３- ④ -  1
⑤　石材等採取工（割石，雑割石，野面石採取）
　　･････････････････････････････ Ⅲ-３- ⑤ -  1

②　型　枠　工･･･････････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -１  型　枠　工 ･･････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -２  型枠工（省力化構造） ･･････ Ⅱ-４- ② -  5

③　溶接金網設置工･･･････････････ Ⅱ-４- ③ -  1
④　張りコンクリート工･･･････････ Ⅱ-４- ④ -  1

第５章　仮　設　工
①　仮　設　工･･･････････････････ Ⅱ-５- ① -  1
②　鋼矢板（Ｈ形鋼）工･････････････ Ⅱ-５- ② -  1

② -１  バイブロハンマ工 ･････････ Ⅱ-５- ② -  1
② -２  バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工）
　　　  ････････････････････････ Ⅱ-５- ② -25
② -３  油圧圧入引抜工 ･･････････ Ⅱ-５- ② -29
② -４  ディーゼルハンマ・プレボーリング
　　　  ････････････････････････ Ⅱ-５- ② -46

③　矢板工（アースオーガ併用圧入工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ③ -  1
④　鋼矢板（Ｈ形鋼）工（クレーン引抜工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ④ -  1
⑤　鋼矢板施工法選定表（参考）･････ Ⅱ-５- ⑤ -  1

⑤ -１  鋼矢板打込施工法選定表（参考）
　　　  ････････････････････････ Ⅱ-５- ⑤ -  1
⑤ -２  鋼矢板・Ｈ形鋼引抜施工法選定フロー
　　　 （参考） ･･････････････････ Ⅱ-５- ⑤ -  4

⑥　仮設材設置撤去工････････････  Ⅱ-５- ⑥ -  1
⑦　足場支保工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  1

⑦ -１  足　場　工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  1
⑦ -２  支　保　工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  4

⑧　締切排水工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑧ -  1
⑨　ウエルポイント工･････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  1
⑩　土 の う 工 ･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  1

⑩ -１  土 の う 工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  1
⑩ -２  大型土のう工 ････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  3

⑪　仮橋・仮桟橋工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑪ -  1
⑫　汚濁防止フェンス工･･･････････ Ⅱ-５- ⑫ -  1
⑬　仮囲い設置・撤去工･･･････････ Ⅱ-５- ⑬ -  1

⑬ -１  仮囲い設置・撤去工 ･･････ Ⅱ-５- ⑬ -  1
⑬ -２  雪寒仮囲い工 ････････････ Ⅱ-５- ⑬ -  3

⑭　仮設防護柵工（切土及び発破防護柵工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ⑭ -  1
⑮　濁水処理工（一般土木工事）･････ Ⅱ-５- ⑮ -  1
⑯　敷鉄板設置・撤去工･･･････････ Ⅱ-５- ⑯ -  1
⑰　防塵処理工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑰ -  1
⑱　仮設電力設備工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑱ -  1
⑲　グラフによる標準的な仮設電力設備の積算
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ⑲ -  1
⑳　法面工（仮設用モルタル吹付工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ⑳ -  1
㉑　交通誘導警備員･･･････････････ Ⅱ-５- ㉑ -  1

第Ⅲ編　河　　　川

-１  土工････････････････････ Ⅲ-３- ① -  1 
- 2  土工(ICT) ･･････････････ Ⅲ-３- ① -  10

①
①

令和３年 5 月 1 日以降起工適用
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① 18① 18 Ⅰ−2−②−6
① 18① 18 Ⅰ－2－②－6

４
下水道の更生工法

供

 令和３年 5 月 1 日以降起工適用



①  21①  21 Ⅰ−2−②−9 ① 21① 21 Ⅰ－2－②－9

を考慮した補正値）

を考慮した補正値） 

令和2年5月1日以降起工適用 

下水道（４）工事 15.36 495.0000 -0.2225 4.92

令和３年 5 月 1 日以降起工適用 



①  22①  22 Ⅰ−2−②−10 ① 22① 22 Ⅰ－2－②－10

20.66 4597.2000 0.2769 9.48

令和2年5月1日以降起工適用 令和３年 5 月 1 日以降起工適用 



① 47① 47 Ⅰ−2−②−35 ① 47① 47 Ⅰ－2－②－35

8

8 5

下水道（４）工事 24.13-0.1120245.8042.06

令和３年 5 月 1 日以降起工適用 



① 48① 48 Ⅰ−2−②−36 ① 48① 48 Ⅰ－2－②－36

36.49 0153 34.96

7 76 9

49.2

令和2年5月1日以降起工適用  令和３年 5 月 1 日以降起工適用
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①－２ 土工（ＩＣＴ）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）のＩＣＴ施工において，３次元マシ

ンガイダンス（バックホウ）技術及び３次元マシンコントロール（バックホウ）技術を使用して土砂の掘削・積込

を行う作業に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）砂防工（ＩＣＴ）のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業

とする場合 

（２）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削・積込 

（３）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウによる作業土工における床掘り 

１－２ 適用出来ない範囲 

１－２－１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウ以外による土砂，岩塊・玉石の掘削・積込 

（２）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウ以外による作業土工における床掘り 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは下記を標準とする。 

図２－１ 施工フロー 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 
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令和３年 5 月 1 日以降起工適用
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３． 施工パッケージ 

３－１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

表３．１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

土質 施工数量 障害の有無 

土砂 

3,000m3未満 
無し 

有り 

3,000m3以上 
無し 

有り 

岩塊・玉石 

3,000m3未満 
無し 

有り 

3,000m3以上 
無し 

有り 

（注）１．上表は，砂防工事における土砂及び岩塊・玉石の掘削・積込等，その施工に必要な全ての機械・労務・材

料費（損料等を含む）を含む。 

２．上表は，同一の施工箇所において，３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウ（以下「ＩＣＴ建機」という。）のみ

で施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％）場合である。 

  なお，施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定する。また，該当する施工箇所におけるＩＣＴ

建機による施工分と通常建機による施工分を合計した掘削土量をその箇所の掘削土量とし,これを合計した

ものを全体掘削土量とする。 

３．同一の施工箇所においてＩＣＴ建機と通常建機（ＩＣＴ建機を使用しない通常機種のバックホウ）を組合

せて施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外）場合は，該当する箇所における掘削土量をＩＣＴ建機使用

割合に応じてＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分に分割し，ＩＣＴ建機による施工分に上表を

適用する。また，通常建機による施工分は,「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1 土工 ３－１掘削（砂防）」

により別途計上する。 

４．土量は，地山土量とする。 

５．障害の有無 

①無し：作業現場が広い，作業範囲が標準内及び転石の混入等の影響による作業妨害が少なく，連続した

掘削作業が出来る場合。なお標準内とは，作業範囲が機械走行面より上下に５ｍ以内とする。 

②有り：作業現場が狭い，作業範囲が標準外及び転石の混入等の影響による作業妨害が多く，連続した掘

削作業が困難な場合 

６．ＩＣＴ建機使用割合は，上記（注）２．又は３．の１工事当りの全体掘削土量に対する 1工事当りのＩＣ

Ｔ建機による掘削土量の割合である。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

表３．２ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・ＩＣＴ施工対
応型・超低騒音型・クレーン機能付き・排出ガス
対策型（2011年規制）］山積0.8m3（平積0.6m3） 吊
能力2.9t 

賃料 

K2 ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額 賃料 

K3 － 

労務 

R1 運転手（特殊） 

R2 － 

R3 － 

R4 － 

材料 

Z1 軽油1.2号 パトロール給油 

Z2 － 

Z3 － 

Z4 － 

市場単価 S － 

（注）ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額（バックホウ（ＩＣＴ施工対応型））は，地上の基準 

局・管理局の賃貸費用である。 

４． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

４－１ ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額 

地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額（バックホウ（ＩＣＴ施工対応型）） 

13,000円／日 

５． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

５－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

× 
100 

作業日当り標準作業量（m3/日） 100 

（注）施工数量はＩＣＴ建機により施工する掘削土量とする。作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 14章そ

の他④作業日当り標準作業量」の標準作業量による。 

５－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに要

する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 対象機械：バックホウ 

598,000円／式 

５－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合は，共通仮設費の技術管理費に計上するものとし，

必要額を適正に積上げるものとする。 
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５－４ ３次元出来形管理・３次元データ納品の費用，外注経費等の費用 

３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理及び３次元データ納品を行う場合における経費の計上

方法については，共通仮設費率，現場管理費率に以下の補正係数を乗じるものとする。 

・共通仮設費率補正係数 ： １．２ 

・現場管理費率補正係数 ： １．１ 

※小数点第３位四捨五入２位止め 

なお，土工（砂防）（ＩＣＴ）において，経費の計上が適用となる出来形管理は，以下の（１）～（５）又は

完成検査直前の工事竣工段階の地形について面管理に準じた出来形計測とする。なお，その他の出来形管理の経

費は，共通仮設費及び現場管理費率に含まれる。 

（１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理 

（２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

（３）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

（４）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

（５）上記（１）～（４）に類似する，その他の３次元計測技術を用いた出来形管理 
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６． 参考資料（掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％]） 

６－１ ＩＣＴ建機使用割合 100％以外の場合における積算 

土砂，岩塊・玉石の掘削積込について，同一の施工箇所においてＩＣＴ建機と通常建機を組合せて施工する（Ｉ

ＣＴ建機使用割合 100％以外）場合は，以下のとおりとする。 

（１）施工数量の判定 

施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定する。なお，該当する施工箇所におけるＩＣＴ建機による

施工分と通常建機による施工分を合計した掘削土量をその箇所の掘削土量とし,これを合計したものを全体掘削

土量とする。 

（２）積算 

該当する施工箇所の掘削土量をＩＣＴ建機使用割合に応じてＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分

に分割し，以下のとおり計上する。 

 【ＩＣＴ建機による施工分】 

施工パッケージ「掘削（砂防）（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］」を適用し，該当する施工箇所におけ

る掘削土量（ＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分の掘削土量の合計）にＩＣＴ建機使用割合を乗

じて算出した値をＩＣＴ建機による施工分の掘削土量として計上する。なお，ＩＣＴ建機使用割合を乗じて算

出した値は，四捨五入した数値とし，数位は「第Ⅰ編第 5章数値基準等」によるものとする。 

【通常建機による施工分】 

該当する施工箇所における掘削土量からＩＣＴ建機による施工分の掘削土量を差し引いて算出した値を通常

建機による施工分の掘削土量とし,「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1 土工 ３－１掘削（砂防）」により別途

計上する。 

６－２ 積算例（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外の場合） 

（注）積算例は，施工箇所（図中①～③）が点在する工事に該当しない場合であり，施工箇所が点在する工事に

該当する場合は，「第Ⅰ編第 11章施工箇所が点在する工事の積算」による。 

【ＩＣＴ建機使用割合 50％の場合】 

 ・施工数量の判定 

施工箇所①：1,500m3 ＋ 施工箇所②：1,000m3 ＝ 2,500m3 ＜ 3,000m3 

よって，施工数量は「3,000m3未満」を選択する。 

施工箇所③：通常建機のみによる施工であるため，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1土工 ３－１掘削（砂

防）」による。 

施工箇所② 

合計掘削土量 1,000m3 

（ＩＣＴ建機と通常建機を組合せて施工） 

条件：土砂，障害無し 

施工箇所① 

合計掘削土量 1,500m3 

（ＩＣＴ建機と通常建機を組合せて施工） 

条件：土砂，障害無し 

① 

② 

施工箇所③ 

掘削土量 2,000m3 

（通常建機のみで施工） 

条件：土砂，障害無し 

③ 

工事範囲 

※①～③は異なる施工箇所 
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・積算 

施工箇所①：｛「掘削（砂防）(ICT)※［ICT 建機使用割合 100％］，土砂，障害無し，3,000m3 未満」の単価｝

× 750m3 ＋｛「掘削（砂防），土砂，障害無し，3,000m3未満」の単価｝× 750m3 

施工箇所②：｛「掘削（砂防）(ICT)※［ICT 建機使用割合 100％］，土砂，障害無し，3,000m3 未満」の単価｝

× 500m3 ＋｛「掘削（砂防），土砂，障害無し，3,000m3未満」の単価｝× 500m3 

施工箇所③：通常建機のみによる施工であるため，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1土工 ３－１掘削（砂

防）」による。 
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